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1 ．は じめ に

　大気中に存在する さまざまな有機化合物の 起源およびそ の寄与率を推定する こ とは、環境科学的に重要な課題

で あ る。当所 で は、こ の 中で も特に燃焼起源に注目し、各種化石燃料の 排ガス 中に含ま れ る含窒素複素環化含物

（ピ リジ ン、キ ノ リン 、及びそ の モ ノメチル ／モ ノニ トロ 化物） の 組成が燃料 ご とに 大き く異な る こ とか ら、こ

れ らの 化合物が燃焼起源の トレーサ にな りうる こ とを報告 した
i’2 ）

。こ こで は、大気試料採取地点と して 、冬季

か ら春季にかけて 中国 大陸か らさ ま ざま な物質が輸送さ れ て く る と 予想され る 島根県松江市、及び年間 を 通 じ て

中国大陸か らの物質輸送の 影響が小さい と考 え られる東京都狛江市 を選び、大気試料 中の 含窒素複素環 を含む主

要な有機化合物 （直鎖ア ルカ ン 類、PAH など） の 濃度及び組成 につ い て 解析 した結果を報告す る。

2 ．試料採取 ・分析

　大気試料は島根県松 江市 （島根大学構内） と東京都狛江市 （当所構内） に お い て 、ハ イ ボリウムエ アサンプラ

（粒子状物質）及びCarboxen 　569吸着剤 （揮発性物質） を用 い て 採取 した。ハ イボリウム エ ア サ ン プ ラ に よ り

採取 した試料 は、KOH ／CH
，
OH に よ る けん化の 後、中性成分と酸性成分 に分離し、シ リカゲルカ ラム ク ロ マ ト

グラ フ ィ
ーを用 い て 分 画 、定容 した の ち、GC ／MS に よ っ て 分析した．また、　 Carboxen 　569 によ り採取 した試料

は、Tσrに 接続して GC ／MS に導入 、分析 を行っ た。

3 ．結果と考察

　各化合物の 組成は、試料採取時期や 場所 に よ っ て 大 き く異 な っ た 。狛江 で は、大気中に お け る 光分解 の 進 行 の

度含を表す benzo（a ）pyrene （以 下BaP） とbenzo（e）pyrene （以下 BeP） との 比 （BaP ／BeP ）が相対的に夏季 に

小 さ く、冬季に向か うにしたが い 大きくな る傾向が見 られた（Fig．1）e こ れは夏季と冬季 の 光強度 の 差によるもの

で あ る と考 えられ る。他方、冬季 ・春季で は、松江 の BaP／BeP は 狛江 の そ れ と比較して 相対的に 小 さ く（Fig．1）、

松江で 採取した試料 で は光分解が進行 して い る こ とが示唆された 。

　一
方、両 地 点 に お け る ピ リジ ン 系化合物 （ピリジ ン とそ の モ ノメチル／ モ ノニ トロ 化合物濃度の 和） とキ ノリ

ン系化合物 （キノリン とそ の モ ノ メ チ ル／モ ノニ トロ 化合物濃度の和） との 比 （P／Q値） の 推移を比較す る と、

狛江で は年間を通 じて O．1−1程度で あ る の に対して、冬季か ら春季の 松江で は0，006−0．05 と相対的に小 さ い 値 で

あ る こ とがわか る （Fig ，2）。　 P／Q値 は 石炭燃焼排ガ ス で o．oo　1−o．oo7、軽油排ガス で o．2−1、ガ ソ リ ン 排ガス で

100−200程度
3 ）

で あ り、松江 の 冬季か ら春季 に かけて の P／Q値は石炭燃焼排ガス の それ に 非常 に 近 い 。こ の こ と

と、日本海側で は 冬季 か ら春季に か けて 大 陸か らの 風が卓越 しさまざまな物質が運 ばれ る こ と、中国 で は エ ネル

ギ
ー

の 8 割以上 を石炭で賄っ て い る こ と、さ ら に は冬季の松江で 採取した試料で BaP ／BeP値が相対的に低か っ た

こ とを考 え合わせ ると、冬季 、春季 の 松江 における低いP／Q値は、中国大陸からの 石炭燃焼起源物質 の輸送に よ

る 可能性が ある 。
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